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十和田火山災害想定影響範囲図 

 

 

 

 

（令和６年３月修正） 

新旧対照表 

 



大きな
噴石

降下
火砕物

火砕流
火砕サージ

溶岩
ドーム

火⼭泥流・
⼟石流

⻄暦915年
(噴火エピソードA)

マグマ噴火・マグマ水蒸気噴火
（泥流発⽣）

2,800年前
(噴火エピソードB) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

6,200年前
(噴火エピソードC) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

7,600年前
(噴火エピソードD') マグマ水蒸気噴火→マグマ噴火

8,300年前
(噴火エピソードD) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

9,300年前
(噴火エピソードE) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

10,300年前
(噴火エピソードF) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火︖

11,000年前
(噴火エピソードG) マグマ噴火

不明
(御門石) マグマ噴火

発生したと考えられる現象
年代

(噴火の呼び名)

噴火様式
(矢印は噴火途中で様式が

変化したと考えられていることを表す）

御倉山
お ぐらやま

御門石
ご もん いし

巨大噴火は15,000年前を最後に起きていませんが、大きな噴火は何度も起きています。 15,000年前の噴火のあと、湖の中に五

色岩火山ができました。その後、何度か爆発的な噴火をして、現在の中湖のカルデラができたと考えられています。噴火のたびに、

空高く立ち上がった噴煙から、広い範囲に火山灰や軽石が降りそそぎました。高温で高速に流れ下る火砕流や地形を大きく変える溶

岩流が何度も発生しています。

最近11,000年間の⼗和⽥火山の噴火

※ 年代値︓ ＊6産業技術総合研究所地質調査総合センター(編)(2017) 1万年噴火イベントデータ集(ver.2.3)．
産総研地質調査総合センター(https://gbank.gsj.jp/volcano/eruption/index.html) 一部、 ＊7工藤(2008)による。

噴火イベント名︓ Hayakawa(1985)による分類。

⼗和⽥火山は活火山︕
平安時代に起きた噴火のあと、十和田火山は噴火していません。

しかし、気象庁では「概ね過去1万年以内に噴火した火山及び現在

活発な噴気活動のある火山」を「活火山」としています。このため、

1000年前に噴火した十和田火山は立派な活火山であり、今後も噴

火すると考えられています。

さらに古い時代までさかのぼると、噴火を繰り返した時期と
静かな時期があったことがわかります。

次のページでは、⼗和⽥火山でもっとも有名な平安時代の
噴火のときに、どのようなことが起きたのかを紹介します。

⻑い歴史でみたときの⼗和⽥火山の活動

4

十和田火山は過去11,000年間に少なくとも８回の爆発的な噴火がありました
（ ＊4Hayakawa(1985), ＊5工藤・佐々木(2007)等） 。噴火によって発生した現象は違いますが、
1000年～3000年に１度のペースで噴火しています。

な か の う み

年代値と噴出量は ＊8山元 (2015) を参照しました

現行

大きな
噴石

降下
火砕物

火砕流
火砕サージ

溶岩
ドーム

火⼭泥流・
⼟石流

⻄暦915年
(噴火エピソードA)

マグマ噴火・マグマ水蒸気噴火
（泥流発⽣）

2,800年前
(噴火エピソードB) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

6,200年前
(噴火エピソードC) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

7,600年前
(噴火エピソードD') マグマ水蒸気噴火→マグマ噴火

8,300年前
(噴火エピソードD) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

9,300年前
(噴火エピソードE) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

10,300年前
(噴火エピソードF) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火︖

11,000年前
(噴火エピソードG) マグマ噴火

不明
(御門石) マグマ噴火

発生したと考えられる現象
年代

(噴火の呼び名)

噴火様式
(矢印は噴火途中で様式が

変化したと考えられていることを表す）

御倉山
お ぐらやま

御門石
ご もん いし

巨大噴火は15,000年前を最後に起きていませんが、大きな噴火は何度も起きています。 15,000年前の噴火のあと、湖の中に五

色岩火山ができました。その後、何度か爆発的な噴火をして、現在の中湖のカルデラができたと考えられています。噴火のたびに、

空高く立ち上がった噴煙から、広い範囲に火山灰や軽石が降りそそぎました。高温で高速に流れ下る火砕流や地形を大きく変える溶

岩流が何度も発生しています。

最近11,000年間の⼗和⽥火山の噴火

※ 年代値︓ ＊6産業技術総合研究所地質調査総合センター(編)(2017) 1万年噴火イベントデータ集(ver.2.3)．
産総研地質調査総合センター(https://gbank.gsj.jp/volcano/eruption/index.html) 一部、 ＊7工藤(2008)による。

噴火イベント名︓ Hayakawa(1985)による分類。

⼗和⽥火山は活火山︕
平安時代に起きた噴火のあと、十和田火山は噴火していません。

しかし、気象庁では「概ね過去1万年以内に噴火した火山及び現在

活発な噴気活動のある火山」を「活火山」としています。このため、

1000年前に噴火した十和田火山は立派な活火山であり、今後も噴

火すると考えられています。

さらに古い時代までさかのぼると、噴火を繰り返した時期と
静かな時期があったことがわかります。

次のページでは、⼗和⽥火山でもっとも有名な平安時代の
噴火のときに、どのようなことが起きたのかを紹介します。

⻑い歴史でみたときの⼗和⽥火山の活動（過去１３万年間）

4

十和田火山は過去11,000年間に少なくとも８回の爆発的な噴火がありました
（ ＊4Hayakawa(1985), ＊5工藤・佐々木(2007)等） 。噴火によって発生した現象は違いますが、
1000年～3000年に１度のペースで噴火しています。

な か の う み

年代値と噴出量は ＊8工藤(2023) を参照しました
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修正案
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過去11,000年間に十和田火山で起きた噴火や最新の知見から考えられる、十和田火山で起きる可能性のある現象と発生した後
の変化の想定です。図の左側が現在で、右側にいくにつれて火山活動が活発化していくイメージで作成しました。

影響範囲を検討する現象の推移

8

（御倉山）
お ぐら やま

ご もん いし

現行

過去11,000年間に十和田火山で起きた噴火や最新の知見から考えられる、十和田火山で起きる可能性のある現象と発生した後
の変化の想定です。図の左側が現在で、右側にいくにつれて火山活動が活発化して終息していくイメージで作成しました。

影響範囲を検討する現象の推移

8

活動前 数ヶ⽉〜数年時間推移
（目安）

時期 ⼗和⽥火山で過去1.1万年間に
発⽣した噴火

噴火活動の
想定

⼟砂移動の
想定

静穏期 活動活発期 噴火影響期 噴火 終息期
数週間〜数ヶ⽉

■ 噴出物が河川をせき止め、天然ダムが形成される ⇒ 天然ダムが決壊して泥流が発⽣する

■ 積雪期に噴出物が雪をとかし、泥流が発⽣する

■ 火山灰等の噴出物が降り積もった場所で、降⾬時に泥流・⼟石流がくり返し発⽣する

前兆なし平常時

○ 火山性地震・
微動は少ない
状態

○ 熱活動なし

火山活動の高まり

○ 地震活動活発化
○ 火山性微動の増加
○ 地殻変動 が発⽣
○ 熱活動活発化
○ 湖水変色

等

「陸域・⽔域」 の場合◎ 噴火場所が

◎ 噴火場所が 「陸域」の場合

【

平安噴火
(⻄暦915年)
2,800年前
6,200年前
8,300年前
9,300年前

10,300 年前
11,000 年前

■ 爆発的噴火により津波が発⽣し、⼗和⽥湖の水があふれて、泥流が奥⼊瀬川を流れ下る

活動の終息

○ 噴気活動低下
○ 地震活動低下
○ 熱活動低下
○ 地殻 変動低下

等

噴火エピソード A
噴火エピソード B
噴火エピソード C
噴火エピソード D
噴火エピソード E
噴火エピソード F
噴火エピソード G

お ぐら やま
（御倉山）

噴火エピソード D' 7,600年前

【⽔蒸気噴火】の発生

⼤きな噴石、降下火砕物

※溶岩ドームが形成されたこと
がわかっている噴火は下記の
とおり。

溶岩ドーム形成

【マグマ⽔蒸気噴火
または マグマ噴火】の発生

降下火砕物 火砕流・
火砕サージ

火砕流・火砕サージ、降下火砕物、
溶岩ドーム形成は、発⽣順序が様々
で、繰り返し起こる場合がある

平安噴火にともなう厚い泥流堆
積物が米代川、岩木川沿いで
⾒つかっている

■ 溶岩ドームが崩れることによって津波が発⽣し、泥流が奥⼊瀬川を流れ下る

過去1.1万年以内に起こった噴火現象とその変化
過去1.1万年以内に確認されてはいないが、考慮
すべき噴火現象とその変化

中規模あるいは大規模噴火

小規模噴火

修正案

－２－



火砕流・火砕サージ

高温の火山灰や軽石と火山ガスが、なだれ
のように火山の斜面を流れ下る現象を火砕流
といいます。自動車よりも速く、破壊力が大
きい、もっとも危険な火山現象です。

秋田県

⻘森県
想定火口範囲
火砕流・火砕サージの影響範囲

記号の色と意味 噴火様式 マグマ水蒸気噴火
またはマグマ噴火

想定する現象 火砕流・火砕サージ

想定した
根拠、実績
等

⻄暦915年の噴火（噴火エピ
ソードA）で発⽣した火砕サージ
の分布実績（OYU-2bと呼ばれる
堆積物）を参考に想定

岩手県

火砕流・火砕サージ

十和田火山で実際におきた
中規模噴火の痕跡

 ⻄暦915年の噴火では
何回か噴火を繰り返した
ことが地層からわかります。

 右写真の灰色の火山灰
（火砕サージ堆積物）
が中規模噴火だったと考
えられます。

 中湖から噴火して、南⻄
〜南⽅に流れ出したと考
えられています。

⼤湯火砕堆積物の地層写真
（出典︓広井・他，2015）

◆ 火口から⽴ち上がった噴煙が上空700m付近から火砕流・
火砕サージがおきるときに到達する範囲を表しています。

下の白色火⼭
灰の後の噴火
で積もった
灰色の火⼭灰

噴煙が上空に上がったあと、ある場所から崩れ落ちてなだれのよ
うに斜面を流れ広がる火砕流・火砕サージと、風に流された噴煙
から軽石や火山灰が降ってくる降下火砕物の発生を想定していま
す。中規模噴火のあと、大規模噴火がおきることも考えられます。

10

噴火の初期に
積もった
白色の火⼭灰

現行

火砕流・火砕サージ

高温の火山灰や軽石と火山ガスが、なだれ
のように火山の斜面を流れ下る現象を火砕流
といいます。自動車よりも速く、破壊力が大
きい、もっとも危険な火山現象です。

秋田県

⻘森県
想定火口範囲
火砕流・火砕サージの影響範囲

記号の色と意味 噴火様式 マグマ水蒸気噴火
またはマグマ噴火

想定する現象 火砕流・火砕サージ

想定した
根拠、実績
等

⻄暦915年の噴火（噴火エピ
ソードA）で発⽣した火砕サージ
の分布実績（OYU-2bと呼ばれる
堆積物）を参考に想定

岩手県

火砕流・火砕サージ

十和田火山で実際におきた
中規模噴火の痕跡

 ⻄暦915年の噴火では
何回か噴火を繰り返した
ことが地層からわかります。

 右写真の灰色の火山灰
（火砕サージ堆積物）
が中規模噴火だったと考
えられます。

 中湖から噴火して、南⻄
〜南⽅に流れ出したと考
えられています。

⼤湯火砕堆積物の地層写真
（出典︓広井・他，2015）

◆ 火口から⽴ち上がった噴煙が上空700m付近で火砕流・火
砕サージとなって流れ下るときの、到達する範囲を表しています。

下の白色火⼭
灰の後の噴火
で積もった
灰色の火⼭灰

噴煙が上空に上がったあと、ある場所から崩れ落ちてなだれのよ
うに斜面を流れ広がる火砕流・火砕サージと、風に流された噴煙
から軽石や火山灰が降ってくる降下火砕物の発生を想定していま
す。中規模噴火のあと、大規模噴火がおきることも考えられます。

10

噴火の初期に
積もった
白色の火⼭灰

修正案

－３－



（新設）

⻘森県

秋田県 岩手県

火山泥流
（図には、積雪期間の中規模

噴火で想定される火山泥流
の範囲を示しました。
なお、夏季にも⼤規模な火
山泥流が発⽣することがある
ため、注意を要します）

シミュレーション条件

噴火
様式

マグマ水蒸気
噴火
またはマグマ噴
火【積雪期】

想定
する現
象

融雪型火山泥
流

想定
した
根拠、
実績
等

周辺観測所の
実績積雪デー
タと⻄暦915
年(噴火エピソー
ドA) で発⽣し
た火砕サージ
の分布実績
（OYU-2bと呼
ばれる堆積物）
を参考に、泥
流量をシミュ
レーションしまし
た。

火⼭泥流
火山泥流は、様々

な原因で発生します。
火砕流などの高温の
噴出物が雪を溶かし
てできた水と噴出物
とが混じり合って流
れ出す融雪型火山泥
流、噴出物により形
成された土砂ダムが
崩壊して生じる火山
泥流など、いろいろ
な火山泥流がありま
す。火山から遠く離
れた地域でも、大き
な被害が発生するた
め注意が必要です。

 火砕流・火砕サージの影響範囲の積雪が熱で融けて泥流が流れ下ることを想定しています。
 浅瀬石川、奥⼊瀬川、五⼾川、⾺淵川、⼤湯川、⼩坂川の６つの流域（上図の太⻘線で囲まれる範囲）から発⽣した

泥流が流下する可能性がある場所を着色で示したものです。
 ここに示した以外の場所でも泥流の影響が⽣じる可能性があります。
 シミュレーションに使用した地形データは100m解像度であり、ダムや河川堤防などの構造物の効果は反映していません。

浅瀬石川流域
奥⼊瀬川流域

五⼾川流域

⾺淵川流域

大湯川流域

小坂川流域

想定火口範囲
火砕流・火砕サージの影響範囲
火山泥流の影響範囲

記号の色と意味
12

修正案

－４－



想定火口範囲
火砕流・火砕サージの影響範囲
融雪型火山泥流の影響範囲

2年に１度程度の最⼤積雪深時に泥流が発⽣
する場合を想定したシミュレーション結果を示した
ものです。シミュレーションに使用した地形データは
100m解像度であり、ダムや河川堤防などの構
造物の効果は反映していません。

記号の色と意味

秋田県

⻘森県

岩手県

融雪型火山泥流
（積雪期の⼤規模噴火で

起きることを想定）

噴火様式 マグマ水蒸気噴火
またはマグマ噴火【積雪期】

想定する現象 融雪型火山泥流

想定した
根拠、実績
等

周辺観測所の実績積雪デー
タと⻄暦915年(噴火エピソード
A)噴火時の⽑⾺内火砕流
の到達範囲を参考に、泥流
量をシミュレーションしました。

融雪型火⼭泥流
積雪期の噴火で高温の火砕流などが

雪を融かして大量の水ができると、周
辺の土砂や岩石を巻き込みながら高速
で威力のある流れとして流れ下ります。

北海道の十勝岳が大正時代に噴火し
たときには、大量の泥流が噴火口から
25km離れた街まで到達して一面を埋
めるなど、国内の20世紀最大の火山
災害となりました。

アメリカ地質調査所

セントヘレンズ火山（1982年）

 火砕流・火砕サージの影響範囲の雪が熱で融けて泥流が流れ下ることを想定しています。
 泥流が集まって⼤きな流れとなる米代川、岩木川、奥⼊瀬川の３つの流域（上図の太⻘線で囲まれる範囲）について、

泥流が氾濫する可能性がある場所をピンク色で示したものです。
 ここに示した以外の場所でも泥流の影響が⽣じる可能性があります。
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け ま ない

アメリカのセントへレンズ火山が積雪期に
噴火して泥流が流れ下ったときのようす。

現行

想定火口範囲
火砕流・火砕サージの影響範囲
融雪型火山泥流の影響範囲

記号の色と意味

秋田県

⻘森県

岩手県

融雪型火山泥流
（積雪期の⼤規模噴火で

起きることを想定）

噴火様式 マグマ水蒸気噴火
またはマグマ噴火【積雪期】

想定する現象 融雪型火山泥流

想定した
根拠、実績
等

周辺観測所の実績積雪デー
タと⻄暦915年(噴火エピソード
A)噴火時の⽑⾺内火砕流
の到達範囲を参考に、泥流
量をシミュレーションしました。

融雪型火⼭泥流
積雪期の噴火で高温の火砕流などが

雪を融かして大量の水ができると、周
辺の土砂や岩石を巻き込みながら高速
で威力のある流れとして流れ下ります。

北海道の十勝岳が大正時代に噴火し
たときには、大量の泥流が噴火口から
25km離れた街まで到達して一面を埋
めるなど、国内の20世紀最大の火山
災害となりました。

アメリカ地質調査所

セントヘレンズ火山（1982年）

 火砕流・火砕サージの影響範囲の積雪が熱で融けて泥流が流れ下ることを想定しています。
 泥流が集まって⼤きな流れとなる米代川、岩木川、奥⼊瀬川の３つの流域（上図の太⻘線で囲まれる範囲）について、

泥流が氾濫する可能性がある場所をピンク色で示したものです。
 ここに示した以外の場所でも泥流の影響が⽣じる可能性があります。
 シミュレーションに使用した地形データは100m解像度であり、ダムや河川堤防などの構造物の効果は反映していません。

け ま ない

アメリカのセントへレンズ火山が積雪期に
噴火して泥流が流れ下ったときのようす。
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【参考】 ピナツボ火山 西暦1991年噴火後の火山泥流

西暦1991年6月に起きた
ピナツボ火山の噴火では、火
砕流が火口から20km付近ま
で達した後、雨季には大雨の
たびに火山泥流（ラハール）
が発生して火口から40km付
近まで達し、村を埋没させる
などして７万戸を超す建物が
被害にあいました。

→ 火山泥流（ラハール）に
よる被害状況。ピナツボ山
から北東約24kmにある村。

ピナツボ火⼭

アメリカ地質調査所

火⼭泥流、降灰後の⼟石流
雪がないときでも、噴火の後には雨のた

びに泥流が流れ出して被害がおきます。
噴火で積もった火山灰や岩石が雨水や河

川水などと混ざり、途中の土砂や流木を巻
き込みながら、高速で破壊力のある泥流・
土石流として流れ下り大きな被害をもたら
します。

噴火が終息したあとも、何年も雨のたび
に繰り返し発生したり、洪水を引き起こし
たりします。

想定する現象 火山泥流、降灰後の⼟石
流

想定した
根拠、実績等

平安時代の噴火の後に発
⽣した泥流の実績到達範囲
を参考に推定。

p.14の融雪泥流のピンクの影

響範囲を水色にした図を作成し、
無雪期の泥流想定範囲図とし
て作成中

秋田県

⻘森県

火山
泥流 想定火口範囲

火砕流・火砕サージの影響範囲
火山泥流の影響範囲

記号の色と意味

左図の火山泥流の影響範囲以外に、大量の火山灰が積もった場所
の下流では、豪雨のときに注意の必要な河川や渓流以外からも泥流
が流れ出ることがあります。県や市町村が発表する土砂災害ハザー
ドマップや洪水ハザードマップなども参考にしてください。
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砕流が火口から20km付近ま
で達した後、雨季には大雨の
たびに火山泥流（ラハール）
が発生して火口から40km付
近まで達し、村を埋没させる
などして７万戸を超す建物が
被害にあいました。

→ 火山泥流（ラハール）に
よる被害状況。ピナツボ山
から北東約24kmにある村。

ピナツボ火⼭
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火⼭泥流、降灰後の⼟石流
雪がないときでも、噴火の後には雨のた

びに泥流が流れ出して被害がおきます。
噴火で積もった火山灰や岩石が雨水や河

川水などと混ざり、途中の土砂や流木を巻
き込みながら、高速で破壊力のある泥流・
土石流として流れ下り大きな被害をもたら
します。

噴火が終息したあとも、何年も雨のたび
に繰り返し発生したり、洪水を引き起こし
たりします。

想定する現象 火山泥流、降灰後の⼟石
流

想定した
根拠、実績等

平安時代の噴火の後に発
⽣した泥流の実績到達範囲
を参考に推定。
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響範囲を水色にした図を作成し、
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て作成中
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